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省 2018：295）。この解説から、幼児教育者
などが提供する子供たちの日常生活内におけ
る音楽環境には、音楽の専門家に匹敵する程
の演奏は必ずしも要さないことが理解できる。
ただし、子供たちが喜ぶような演奏を聴かせ
たり子供たちに演奏を楽しむ姿を見せたりす
るには、幼児教育者自身が音楽の素養を持ち、
基礎的な歌唱力や演奏力、すなわち中級２）以
上の技術や表現力を修得することが必要不可
欠と言えるだろう。
　教員養成を行う多くの大学や専門学校にお
けるピアノ実技を取り入れた音楽の授業では、
ピアノ学習の初心者に対しても独奏や童謡、
唱歌などの伴奏および弾き歌いを難儀なく取
り組める中級レベル以上に到達することを目
標として音楽学習が進められる。その教材に
はJohann Friedrich Franz Burgmüller ３）
（1806－1874）の子供のためのピアノ小品集
《やさしい段階的な25の練習曲、小さな手を
広げるための明晰な構成と運指25 Etudes 
faciles et progressives, conposées et doigtées 
expressément pour l ＇étendue des petites 
１．はじめに
　音楽は、子供たちの感性、表現力、創造力
を育成する上で重要な教育分野である。平成
29年３月に内閣府、文部科学省、厚生労働省
から告示された『幼保連携型認定こども園教
育・保育要領』第２章第４節「満３歳以上の
園児の教育及び保育に関するねらい及び内
容」における「（５）感性と表現に関する領
域「表現」」では「音楽に親しみ、歌を歌っ
たり、簡単なリズム楽器を使ったりなどする
楽しさを味わう。」と示されている１）（内閣府・
文部科学省・厚生労働省 2018：294）。解説
には園児が「保育教諭等と一緒に美しい音楽
を聴いたり、友達と共に歌ったり、簡単な楽
器を演奏したりすること」などの「音楽に関
わる活動を十分に経験することが将来の音楽
を楽しむ生活につながっていく」とあり、園
児が音楽に親しむようになるには「保育教諭
等の大人が歌を歌ったり楽器の演奏を楽しん
だりしている姿に触れること」が重要と明示
されている（内閣府・文部科学省・厚生労働
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次に本作品の成立過程、他作品との関わり、
楽曲構成、音楽内容を考察する。音楽内容に
関しては音型（フィグール９））の他、前年と
同様に調性格論10）も参考にして分析を行う。
そして、本大学の併設校である川口短期大学
２年生に《子守歌》を題材としたピアノ個人
レッスンを実施し、指導から得られる学習効
果を調査、検討することを研究目的とする。
２．子守歌について
　子守歌とは子供をあやしたり、寝かしつけ
たりするための静かな曲を指す。子守歌は、
英語では“lullaby11）”、“cradle song12）”、仏語
では“berceuse13）”、独語では“Wiegenlied14）”
と訳され、世界中の民族音楽だけではなく、
あらゆる時代の芸術音楽に存在する（Brown 
1993：38）。芸術音楽としては歌曲、歌と器
楽による曲、器楽曲が数多く残されており、
19世紀にはピアノ用の子守歌も作曲されるよ
うになった。これは歌曲と同じ性質を持ち、
かつ小曲形式で構成される。この時代を代表
する作曲家の一人であるLisztは、ピアノ小
品《子守歌》の他にピアノ独奏用の３つの子
守歌15）を書いた。その他、同時代のPolandの
大作曲家Fryderyk Franciszek Chopin16）（1810
－1849）、ドイツの作曲家Robert Alexander 
Schumann（1810－1856）、 チェコ の 作 曲 家
Antonín Lepold Dvořák（1841－1904）、 ノ ル
ウェーの作曲家Edvard Hagerup Grieg（1843
－1907）なども子守歌を作曲している。この
ように、著名な作曲家によるピアノの子守歌
は数多く残されているのである。
３．ピアノ小品《子守歌》とそれに関わ
る作品について
　前述のように、Lisztはピアノのための子
mains》４）作品100を使用されることが多い。
しかし、これまでの保育士養成校における指
導経験の中で、Burgmüller以外の作品を学び
たいという要望を持つ学生も少なくないこと
が判った。そこで、彼らの技術や音楽解釈な
どの音楽能力の向上に加え、音楽に関する知
識や演奏レパートリーの幅を広げることを目
的に、Franz Liszt ５）（1811－1886）の晩年の
ピアノ小品を研究対象として作品の成立過程、
楽曲構成、音楽内容、短期大学生の学習効果
などの考察を一昨年前から開始した６）。その
結果、これらは成人にも演奏学習意欲を掻き
立てる音楽であり、技術や表現力に加え、弾
き歌い伴奏の創作力も伸ばす有用な作品であ
ることが明白となった。今回も研究対象を
L i s z t の 晩年のピアノ小品とし、《子守歌
Wiegen l ied＝Chant du berceau》〔S198、
R58、A303〕を取り上げることとする。本作
品は、一定の音型の中で穏和な旋律が進行す
る簡素な音楽であり、かつ技巧が簡易である
ため演奏しやすい。さらに、音楽全体にわたっ
て小さく柔らかい音色を要するピアノ演奏の
根幹を学習できる作品と言っても過言ではな
い。
　フンガロトン７）のレコーディング・プロ
デューサーMátyás Jánosは、《子守歌》が収録
されたCD“The Unknown Liszt Piano Pieces 
１（知られざるリストピアノ曲集１）”８）で「音
楽学者ですら、それら（訳注：CD収録作品）
に纏わる数少ない不正確な情報を提供するだ
けであり、論議するのを完全に怠っている。」
と述べており（Mátyás 1986：３）、本作品の
音楽学的研究はほぼなされていないことが判
る。しかも《子守歌》が演奏会などで披露さ
れる機会はほとんどなく指導研究も進んでい
ない。そこで、まず子守歌について概観し、
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〔S107、R424、G38〕に改作した（譜例１を
参照）。Lisztはベルギーの作曲家、音楽学者
であるFrançois Auguste Gevaërt（1828－1908）
宛ての1881年９月19日の手紙で「その音楽（訳
注：交響詩《揺りかごから墓場まで》）は大
変短く、それゆえ私には過剰な繰り返しから
解放されたように見えるのです」と述べてお
り（Liszt 1894：383）、彼が晩年、作品に対
していかに簡素さを求めていたのかが理解で
きる。さらに、Lisztは《揺りかごから墓場
まで》をピアノ四手連弾曲〔S598、R324、
B55〕や室内楽曲〔S133、R475、S61〕22）に
も改作した。このように、ピアノ小品《子守
歌》はLisztの主要な作品ジャンルである交
響詩だけではなく、多様な器楽作品にまで影
響を与えた音楽なのである。
４．ピアノ小品《子守歌》の楽曲構成と
音楽内容
　《子守歌》は79小節からなり、ハ長調を主
調とした２分の２拍子の自由な形式の性格的
小品23）である。本論考では、作品全体を第１
－４小節、第５－32小節、第33－70小節、第
71－79小節の４つの部分に分けて考察してい
く。表１に楽曲構成を示す。
守歌を４作品書き残している。その３作目で
あ る《 子 守 歌Wiegenlied＝Chant du berceau》
〔S198、R58、A303〕は、彼が逝去する６年
前の1880年５月に作られ、Lisztの弟子であ
り私設秘書でもあったRussiaのピアニスト
Anthur Friedheim（1859－1932）に献呈され
た。自筆譜にはFriedheim宛てに「1881年５
月18日」、「友情の思い出に」などと記されて
いる（Imre und Imre repr. 1981：108）。これ
はLisztの 存 命 中 に は 出 版 さ れ ず、Jack 
Wernerによってウィーン国立図書館所蔵の
自筆譜を基に校訂され、1958年にLondonのJ. 
Curwen & Sons社 か ら 刊 行 さ れ た。 ま た、
Lisztは《子守歌》に基づき（Imre und Imre 
repr. 1981：XIII）、さらに画家Zichy Mihály伯
爵17）（1827－1906）から1881年に献呈された
素描“Du berceau jusqu’au cercueil揺りかご
から棺まで”18）（図１を参照）にヒントを得
てピアノ作品19）を作曲したとLisztの事実上
の伴侶であるCarolyne von Sayn-Wittgenstein
侯爵夫人（1819－1887）に宛てた同年６月26
日と1882年９月25日の手紙で明かしている
（Liszt 1902：321、Vertel és Püspöki 2011：
125）。後に、これを交響詩20）《揺りかごから
墓 場 ま でVon der Wiege bis zum Grabe》21）
図１　Zichy Mihály伯爵による版画“Du berceau jusqu’au cercueil”
（Zichy：Lebrecht Music & Arts / Alamy Banque D'Images、KFRB30）
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く、乳児や幼児の生活に密着した実用的な作
品として保育の場でも活用できると言っても
過言ではないだろう。
①序奏（第１－４小節）
　まずは序奏である（譜例２を参照）。冒頭
のリズム「 」は、揺りかごの揺れる動
きを表しており24）、これは第２部第55小節に
至るまで、すなわち音楽のクライマックスに
突入する直前までほぼ規則的に現れる。序奏
の揺りかごのリズムは３度音程と４度音程で
なっており、揺りかごの揺れる様子は楽譜上
　《子守歌》の音楽的特徴のひとつに、ト音
記号のみでの記譜が挙げられる。楽曲内最低
音のＡは第35、36、39小節に、また最高音の
cis3は第63、64小節にそれぞれ見出されるよ
うに、音楽は中音域から高音域にわたる女性
の声域、つまりアルトからソプラノの音域で
作られている。音楽教育学者の志村洋子は、
乳児は「遊び歌では高い音域での歌唱に選好
性を示すこと」が明らかにされてきていると
述べる（志村 2013：オンライン）。これを考
慮すれば、Lisztの《子守歌》は芸術作品と
してピアノ演奏会用に使用されるだけではな
表１　ピアノ小品《子守歌》の楽曲構成
構成 小節 調 主題・動機など 強弱 演奏表示 テンポ 特徴
序奏 
1－4
1－4 C： p una corda Andante 
= 46
揺りかごの
リズム
第１部 
5－32
5－8 
 
9－12 
 
13－16 
17－20 
21－24 
25－32
C： 
 
 
 
 
C:,（E:） 
C:,（E:）
第１主題 
 
第１主題 
 
第２主題（動機１） 
第２主題（動機２、動機２の縮小） 
動機２、動機２の縮小 
動機２の縮小、動機２の一部
 
 
 
 
 
 
diminuendo 
dolce 
sempre legato 
sempre legato 
simile 
 
 
 
 
 
 
 
 
un poco rall.
 
 
 
 
 
第２部 
33－70
33－36 
 
37－40 
41－44 
45－48 
49－52 
53－56 
57－58 
59－63 
 
 
63－68 
 
 
69－70
C： 
 
 
 
C:,（E:） 
（D:）,（Fis） 
（E:）,（As:） 
As: 
As:,A: 
 
 
A: 
第１主題の変容 
 
第１主題の変容 
第２主題の変容（動機１の変容、動機１） 
第２主題の変容（動機２、動機２の縮小） 
動機２の変容、動機２の縮小の変容 
動機２の変容、動機２の縮小の変容 
動機２の縮小の変容 
第１主題の変容 
 
 
第１主題の変容 
 
 
経過
 
 
 
 
 
 
poco cresc. 
poco dim. 
 
 
 
pp
sempre dolce 
アルペッジョ 
アルペッジョ 
 
 
 
 
 
sempre 
dolcissimo,  
tr. 
a tempo 
 
 
 
 
poco meno mosso 
 
 
un poco 
rallentando 
 
最低音（A） 
 
最低音（A） 
 
 
｝複調、　 全音音階 
 
 
 
最高音（cis3） 
宗教作品と
関わる音型
コーダ 
71－79
71－79 a： 十字架の動機の逆行 perdendo 
 al fine 
ritenuto 宗教作品と
関わる音型
譜例１　交響詩《揺りかごから墓場まで》第１部〈揺りかご〉冒頭（Liszt 1913：１（161））
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→（e2）→d2→cis2→d2→dis2→e2」とその縮小
音型である第20小節の「cis2→dis2→e2→dis2 
→h1→cis2」が現れる。これら動機１、動機２、
動機２の縮小が結合した旋律は、第２主題で
ある。これを主に和声的アクセント27）の視点
で考えると「a2→g2→f2→e2→d2→cis2→dis2→ 
e2」という下行および上行進行の弧を描く動
きが認められる。このように、各小節の和声
的変化によっても揺りかごの揺れ動く様が表
現されていることが判る。
　第17、21小節の自然不協和音として位置づ
けられるⅦ7の減５短７の和音は、ハ長調内
で未解決のまま、第18、22小節の右手で奏す
和音「gis1－cis2」によって「悲しみの表現で
はなく、聖なる愛、率直さ」28）を表すホ長調
へと向かう。しかし、同じ個所にはハ長調の
音階固有音が残されたままであり、さらに左
手の下声部でも主調のハ長調が保持されてい
る。このように、ホ長調とハ長調とが同時に
組み合わされた複調によって、調性の曖昧さ
が生み出される。ここから生ずる神秘的な音
響は、未知の世界を表現していると考えられ
よう。
　第24－30小節では単旋律となり、恰もレチ
タティーヴォ29）のごとく語り掛ける。和声的
アクセントを中心に考えると「cis2→h1→a1→
gis1→fis1→eis1→fis1→gis1→a1」 と 解 釈 で き、
第２主題と同様に下行および上行の弧を描く
揺りかごの動きが認められる。さらに、第27、
29小節の各フレーズの最後の音は２度上行し
からも読み取れる。また、「無垢、素朴、純真、
子供の言葉」25）（ケレタート 1999：86）とい
うまさに子守歌に相応しい調性格であるハ長
調のⅠの響きで開始されるが、冒頭２小節で
はe1とg1の２音のみによる構成であり、ハ長
調の柱となる主音のＣ音は無い。それゆえ、
Ⅰとしての明確な響きは乏しく、音楽に不安
定さを与えている。このような宙に浮いた音
響によって揺れを表すと同時に、ぼやけた状
態、つまり入眠を連想させる効果をももたら
している。
②第１部（第５－32小節）
　次は第１部である（譜例３を参照）。第１
部では、序奏と同様の３度音程および４度音
程に加えて５度音程の揺りかごのリズム音型
も見られ、これらは第１部の約６割を占める
18小節間鳴り響く。このリズムと共に２度お
よび４度の狭い音程で構成される４小節にわ
た る 第 １ 主 題「e2→d2→e2→d2→e2→d2→g2 
→f2」は、２回繰り返される。“dolce （柔和に）”
の指示が付された第１主題は、四分音符、二
分音符、付点二分音符、全音符からなる長い
音価の極めて緩やかな旋律である。子守歌の
一般的な特徴として、一定のリズムや旋律を
何度も反復するオスティナートが挙げられる
が、それはこの作品でも見出せる。
　そして、第13－14小節の動機１「a2→f2→g2 
→fis2→（a2）26）→g2」は３度下で繰り返された
後、第17－19小節の動機２「d2→e2→d2→cis2 
譜例２　ピアノ小品《子守歌》序奏　第１－４小節（Liszt 1958：４）
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第45－48小節、第49－52小節、第53－57小節
は、複調を含む同じリズム音型である。この
個所の調性進行と調性格は「ハ長調（無垢、
素朴）→ホ長調（聖なる愛、率直さ）」→「ニ
長調（勝利、ハレルヤ）→嬰へ長調（強い情
熱）」→「ホ長調（聖なる愛、率直さ）→変
イ長調（敬虔な感覚）〔異名同調：嬰ト長調〕」
であり33）、短い４小節の各フレーズ内で起こ
る３度調への目まぐるしい転調や各フレーズ
単位の全音音階的調性による展開が認められ
る。このように、各フレーズの複調を含む転
調や全音音階進行によって調性は曖昧にされ
ており、さらには調性変化の積み重ねによる
宗教性の高まりも理解できる。
　第58小節の動機２の縮小の変容での１拍目
の四分音符as2と左手の全音符の和音「es1－
c2」によって変イ長調が確定し、調性の不透
明さは解消される。同小節の“poco dim.（だ
んだん弱く）”を経て、“sempre dolcissimo（常
に極めて柔和に）”が付されたトリルの音型
て終わる音型「インテロガツィオ」30）であり、
問いかけを表している。この個所は、母が子
供に語り掛ける様を連想させ、本作品がピア
ノによる歌であることを強く印象付けている。
③第２部（第33－70小節）
　次は第２部である（譜例４31）を参照）。第
33－40小節の第１主題の変容は、調性が第１
部と同じ一方、音程は３度、５度と変化して
いる。そして、左手で奏される第33－35小節
の揺りかごのリズムの音程は、３度、４度、５
度と広がるだけではなく、和声的アクセント
に相当する音「c1→h→a」も２度ずつ下行し
ており、第１部に対して音域の拡大が認めら
れる。このように、音楽の規模もまた大きく
なっていることが判る。
　第２主題は、第42小節で奇妙や曖昧さを含
む「気分の沈んだ女性らしさ」32）を表すニ短
調の響きが加わり、第１部よりも色彩豊かに
なる。また、動機２と動機２の縮小からなる
譜例３　ピアノ小品《子守歌》第１部　第５－32小節（Liszt 1958：４－５）
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④コーダ（第71－79小節）
　最後はコーダである（譜例６を参照）。コー
ダの１小節前の第70小節３拍目－72小節の左
手にある「e1→a1→g1→e1」と第71－73小節
の右手にある「e2→a2→g2→e2」は、序奏で
見出せる揺りかごのリズムが倍加された音型
であり、揺りかごは揺れの減速によって緩や
かな動きへ変化したと理解できる。また、第
71小節から終結までの９小節間は「Ａ音→Ｇ
音→Ｅ音」の３つの音でなる「優しい性格」34）
のイ短調のフレーズが重なり合いこだまする。
および２度の上行と下行を繰り返す第１主題
の変容を含む弱く繊細に奏される第59－63小
節は《子守歌》のクライマックスと言えるだ
ろう。そして、第63－68小節では直前の４小
節間続いたトリルの音型が四分音符の緩やか
な音型に変化して終結へと向かう。これは第
１主題の変容であり、《子守歌》の作曲から約
10ヶ月後の1881年３月25日に書かれたピアノ
小品《アヴェ・マリアAve Maria》〔S545、R194、
A308〕の終結部と類似している（譜例５を
参照）。このように、《子守歌》は音型におい
ても宗教との関わりが認められる。
譜例４　ピアノ小品《子守歌》第２部　第33－70小節（Liszt 1958：６－７）
譜例５　ピアノ小品《アヴェ・マリア》終結部　第36－42小節（Liszt 1958：９）
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５．ピアノ小品《子守歌》の学習とその
効果
　今回、本大学併設校の川口短期大学こども
学科２年次前期に開講されている選択必修科
目「音楽Ⅲ」を受講した女子学生２名（それ
ぞれ学生Ａ、学生Ｂと呼ぶこととする36））が
Lisztの《子守歌》の学習に取り組んだ。両
者とも、これまでに《子守歌》のような音楽
全体が緩やかに流れる作品、調性の曖昧な作
品を学習した経験がなかったという。学生Ａ
は「静かな曲が弾いてみたい。先生におすす
めされたから」、学生Ｂは「きれいでゆった
りとした曲」という理由から、８月に実施さ
れる前期定期試験の演奏曲目に《子守歌》を
選択した。まず、子守歌に関する両者の素養
を確認するため、本作品の学習を開始する前
に３つの質問を行った。その内容は以下の通
りである。①これまでに子守歌を歌った経験
はあるか（ある場合はその曲名）、②子守歌
についてどのようなイメージを抱くか、③子
守歌を歌う時の注意点は何か。これらの質問
に対する答えは、「学生Ａ：①なし、②ゆっく
りとした優しいイメージ、③静かに眠れるよ
うに歌う」、「学生Ｂ：①あり（Schubertの子
守歌）、②ゆっくりで優しい歌、③音程、声量」
であった。子守歌を歌った経験については異
なるものの、両者とも子守歌とは何かを明確
に把握していることが判る。この結果を踏ま
これらは冒頭の揺りかごのリズムを構成する
３つの音e1、g1、a1と第２主題を形成する動
機１の最初の３音のリズムが組み合わされた
音型であり、Lisztの定義した「長２度→短
３度」の上行音型 からなる「十字架
の動機」35）の逆行と考えられる。第２部の最
後で宗教との関わりが見られたように、ここ
でも宗教的要素が確認できる。また、最終音
である の付されたイ短調の属音は完全な
る終結ではなく、残響の効果を与えている。
　このように、《子守歌》はＡからcis3、すな
わち女性の声域である中音域から高音域にわ
たる音楽であり、母の声による子守歌を想像
させる。また、《子守歌》の象徴とも言える揺
りかごのリズム「 」の度重なる使用に
よって伝統的な子守歌を形成しつつ、複調の
旋律や全音音階の転調による調性の曖昧さが
認められる。これらを包含する20世紀の新し
い音楽手法から生み出される神秘的な音響は、
未知なる世界の表現に繋がっている。さらに、
第２部ではピアノ小品《アヴェ・マリア》と
の類似個所が、コーダでは「長２度→短３度」
の上行音型からなる「十字架の動機」の逆行
が見出されたように、宗教との関わりもまた
確認できた。《子守歌》は、歌を器楽で再現
しただけではなく、Lisztの音楽要素のひと
つである宗教を絡め、かつ近代音楽の手法も
取り入れた伝統と改革とが融合された作品と
言えるだろう。
譜例６　ピアノ小品《子守歌》コーダ　第71－79小節（Liszt 1958：７）
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習経過から、主たる学習項目は①両手のト音
記号による譜読み、②揺りかごのリズム音型
の把握と歌い方、③揺りかごのリズム音型と
主旋律とのタイミングおよび両旋律の融合、
④トリルの演奏法、⑤複調における調性認識、
⑥タッチや強弱による様々な音色作り、⑦ペ
ダル使用法の７点であったことが判る。
　その中で最も時間をかけて指導した項目は、
《子守歌》の演奏表現の核となる②と③であ
る。両者ともに片手では揺りかごの音型も主
旋律も正確に奏すものの、両手になるとタイ
ミングが乱れてしまった。この理由として、
えて学生２名に対して《子守歌》を題材とし
たピアノおよびソルフェージュのレッスンを
６回実施した。その学習経過と主たるレッス
ン内容を表２に示す。
　両者とも初回レッスンの２週間前から個人
練習を開始している。その期間を含め《子守
歌》の譜読み37）には４週間を要した。レッス
ン最終回に行ったピアノ学習個別アンケート
において「《子守歌》の難しい所」について、
学生Ａは「リズム、ト音記号なので逆に難し
かった」、学生Ｂは「全部、右手のメロディー」
と挙げている。表２に示した両者の６回の学
表２　ピアノ小品《子守歌》の学習経過と主たるレッスン内容
レッスン回数
学生の
学習状況
　レッスンの内容 “P”はピアノ、“S”はソルフェージュの各視点から行った指導をそれぞれ示す。 本論考に挙げた①～⑦に相当する指導項目に、それぞれ該当する番号を付している。
学生Ａ 学生Ｂ
1 回目
A：譜読み
B：譜読み
P
P
P
P
S
①序奏と第 1 部を一定の緩やかなテンポで片手演奏｡
･ 音とリズムの間違い､ 音価の確認と運指の指摘｡
･ 第 1 部右手の各声部における音のバランスの調整｡
②揺りかごのリズムの演奏法（自然な刻み方と歌い方）｡
･ 演奏表示の確認｡
P
P
P
P
S
①序奏と第 1 部を一定の緩やかなテンポで片手演奏｡
･ 音の間違いおよび音価、音高の確認と運指の指摘｡
･ 第 1 部右手の各声部における音のバランスの調整｡
②揺りかごのリズムの演奏法（自然な刻み方と歌い方）｡
･ 演奏表示の確認｡
2 回目
Ａ：譜読み
　　　内容学習
Ｂ：譜読み
　　　内容学習
P
P
S
P
S
P
S
①第 58 小節までを一定の緩やかなテンポで片手演奏｡
･ 音の間違いと音価の確認と運指の指摘｡
･ 調性（D:､ E:､ Fis:､ As: および異名同調）の説明｡
②揺りかごのリズムの演奏法（自然な刻み方と歌い方）｡
⑥主旋律をドレミ唱および「ラ」で歌う。
⑥強弱､ フレーズ､ スラー､ 音量バランス､ タッチの指導｡
･ 演奏表示の確認｡
P
P
S
P
S
P
S
①第 58 小節までを一定の緩やかなテンポで片手演奏｡
･ 音の間違いと音価の確認と運指の指摘｡
･ 調性（D:､ E:､ Fis:､ As: および異名同調）の説明｡
②揺りかごのリズムの演奏法（自然な刻み方と歌い方）｡
⑥主旋律をドレミ唱および「ラ」で歌う。
⑥強弱､ フレーズ､ スラー､ 音量バランス､ タッチの指導｡
･ 演奏表示の確認｡
3 回目
Ａ：譜読み　
　　内容学習
Ｂ：譜読み　
　　内容学習
P
P
P
P
S
P
S
P
S
P
①作品全体を一定のテンポで片手演奏｡
･ 音の間違い、音価の確認と運指の指摘｡
②揺りかごのリズムの演奏法（自然な刻み方と歌い方）｡
④トリルの演奏法（自然な入り方と後打音のタイミング）｡
⑥子供に聴かせる想定で主旋律を「ラ」で歌う。
⑥スラー､ 音量バランス､ 音色の変化（タッチ）の指導｡
･ 同型音型による転調に関する説明（暗譜を踏まえる）｡
⑦ペダルの使用法｡
③揺りかごのリズムと第 1、第 2 主題の両手リズム打ち｡
･ 序奏から第 1 部第 1、第 2 主題まで両手演奏。
P
P
P
P
S
P
S
S
S
①作品全体を一定のテンポで片手演奏｡
･ 音の間違い、音価の確認と運指の指摘｡
②揺りかごのリズムの演奏法（自然な刻み方と歌い方）｡
④トリルの演奏法（自然な入り方と後打音のタイミング）｡
⑥子供に聴かせる想定で主旋律を「ラ」で歌う。
⑥スラー､ 音量バランス､ 音色の変化（タッチ）の指導｡
･ 同型音型による転調に関する説明（暗譜を踏まえる）｡
･「十字架の動機」との関わりを説明｡
③揺りかごのリズムと第 1、第 2 主題の両手リズム打ち｡
４回目
Ａ：内容学習
Ｂ：内容学習
P
S
P
P
P
P
S
P
P
P
･ 全体を緩やかなテンポで両手演奏｡
③揺りかごのリズムと第 1、第 2 主題の両手リズム打ち｡
③揺りかごのリズム音型と主旋律の演奏法｡
･ 単旋律のみでの歌いまわし｡
④トリルの演奏法（自然な入り方と後打音のタイミング）｡
⑤複調を含む調性把握と演奏表示､ 強弱､ レガートの認識｡
･ ｢十字架の動機｣ との関わりを説明｡
⑥ルバート､ テンポの変化､ 音色の変化（タッチ）を意識した演
奏法｡
⑦ペダル使用時の音量バランス。
･ 試験時のカット個所の決定。
P
S
P
P
P
P
P
P
P
P
･ 全体を緩やかなテンポで両手演奏｡
③揺りかごのリズムと第 1、第 2 主題の両手リズム打ち｡
③揺りかごのリズム音型と主旋律の演奏法｡
･ 単旋律のみでの歌いまわし｡
④トリルの演奏法（自然な入り方と後打音のタイミング）｡
⑤同型音型による和声変化時の演奏法｡
⑤複調を含む調性把握と演奏表示､ 強弱､ レガートの認識｡
⑥ルバート､ テンポの変化､ 音色の変化（タッチ）を意識した演
奏法｡
⑦ペダルの使用法｡
･ 試験時のカット個所の決定。
５回目
Ａ：内容学習
Ｂ：内容学習
P
P
P
P
P
P
･ 試験時に演奏する個所を暗譜演奏｡
③揺りかごのリズム音型と主旋律の演奏法｡
④トリルの演奏法（自然な入り方と後打音のタイミング）｡
⑤調性変化時における同型音型連続時の演奏法｡
⑥ルバート､ テンポ変化､ 演奏表示､ 強弱､ レガート､ フレーズ､
音色の変化（タッチ）を意識した表現法｡
⑦ペダル使用時の音量バランス。
P
S
P
P
P
P
P
P
･ 試験時に演奏する個所を暗譜演奏｡
③揺りかごのリズムと第 1、第 2 主題の両手リズム打ち｡
③揺りかごのリズム音型と主旋律の演奏法｡
④トリルの演奏法（自然な入り方と後打音のタイミング）｡
⑤調性変化時における同型音型連続時の演奏法｡
⑥ルバート､ テンポ変化､ 演奏表示､ 強弱､ レガート､ フレーズ､
音色の変化（タッチ）を意識した表現法｡
⑦ペダル使用時の音量バランス｡
６回目
Ａ：内容学習
　まとめ
Ｂ：内容学習
　まとめ
P
P
P
P
P
P
･ 試験時に演奏する個所を暗譜演奏｡
③揺りかごのリズム音型と主旋律の演奏法｡
④トリルの演奏法（自然な入り方と後打音のタイミング）｡
⑤調性変化時における同型音型連続時の演奏法｡
⑥表現 ( テンポ､ 強弱､ 演奏表示､ フレーズ､ ルバート､ 音量の
バランス､ 音色（タッチ）､ ペダルの効果など ) を意識｡
⑦ペダルの効果的使用法と音量バランスの意識｡
P
P
P
P
P
･ 試験時に演奏する個所を暗譜演奏｡
③揺りかごのリズム音型と主旋律の演奏法｡
⑤調性変化時における同型音型連続時の演奏法｡
⑥表現 ( テンポ､ 強弱､ 演奏表示､ フレーズ､ ルバート､ 音量の
バランス､ 音色（タッチ）､ ペダルの効果など ) を意識｡
⑦ペダルの効果的使用法と音量バランスの意識｡
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言からも理解できる。そこで、複調個所の音
型の体系的な転調を指摘したところ、彼らは
約２週間で暗譜を完成させたのである。
　前期定期試験では、演奏の持ち時間に配慮
し、両者とも《子守歌》39）を部分的に省略し
て演奏した。学生Ａは《子守歌》の学習から
習得できたこととして「しなやかに弾くこと」
と答えたように、試験時には歌を再現しよう
と心がけて演奏しており、主旋律の音量は若
干弱かったものの綺麗に音を響かせて音楽を
まとめていた。そして、学生Ａは本作品の好
きな個所として挙げた「トリル」を、第１主
題の変容とのバランスを考えて軽く繊細な声
を模すように演奏した。また、学生Ｂは《子
守歌》の学習成果として「指の力の入れ方や
ゆりかごのように流れるように弾くこと」、
「音色や弾き方、ペダルの付け方など」と述
べたように、試験でも音色と響きを大事に捉
え、恰も子供を優しくあやしながら子守歌を
歌うように終始綺麗に音楽を再現していた。
　器楽だけではなく歌の要素も併せ持つ《子
守歌》は、音楽構成、技巧共に大変簡素であ
り、初級学習者でも取り組み易い作品である。
しかし、頻繁な転調に加えて複調が内在して
おり、調性の曖昧な個所が認められるため、
初級レベルの子供用作品の学習内容よりも格
段に高度と言えるだろう。また、本作品は
Liszt独自の宗教的要素と20世紀音楽の手法
とが融合されている。このように、音楽表現
に必要とされる内容を総合的に含む《子守歌》
は、限られた期間、短時間の中で学習を進め
ていかねばならない短期大学生にとって大変
効率的かつ有益な作品と考えられる。実際に、
初級学習者の学生２名が《子守歌》の学習に
取り組んだところ、楽曲構成と音楽内容を把
握し、それらを彼ら自身で咀嚼して僅か２ヶ
４拍でなる揺りかごのリズム「 」に含
まれるシンコペーション38）が考えられる。つ
まり、弱拍の２拍目から中強拍の３拍目頭に
かけられたタイによって強拍が２拍目に移動
したことを両者は認識できていなかった。し
かも、大雑把な拍感による打音されない３拍
目頭の見落としからリズム全体が崩れたので
ある。そこで、左手の揺りかごのリズムと右
手の第１、第２主題のリズムの両手打ちを緩
やかなテンポや演奏に適したテンポで幾度も
実施したところ、リズムを正確に把握して主
旋律を自由に奏せるようになった。また、両
者は演奏表現および技術の項目である④、⑥、
⑦の習得にも時間を要した。特に⑥の音色作
りは演奏力の要である。《子守歌》では“p（弱
く）”や“pp（ごく弱く）”、“cresc.（だんだ
ん強く）”、“dim.（だんだん弱く）”の強弱記
号が付されており、小さく柔らかい声を模し
た音色が要求される。そのため、子供に子守
歌を聴かせるという想定で学生自身に子守歌
のより良い歌い方を考えさせ、旋律をドレミ
唱や「ラ」の言葉を用いて弱い音量の範囲内
で抑揚をつけて歌う練習を行った。そして、
彼らから発せられた声色をピアノで再現する
訓練をした。その結果、彼らは柔らかいピア
ノの音色を習得し、さらにはスラーやフレー
ズにまで意識を傾けて歌唱を再現するような
ピアノ演奏を可能にした。また、⑤は両者が
初めて学習した項目である。複調から生じる
調性の曖昧さによって彼らは暗譜の難しさに
直面したと同時に、これまでの調性音楽のみ
の環境による弊害を痛感していた。それは学
生Ｂの「《子守歌》は綺麗な音楽だと思うけど、
聴いたことのない本当に不思議な響きで、今
までみたいに暗譜できない。」「どう覚えてい
いのか分からない。」というレッスン中の発
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たのである。このように、《子守歌》は音楽力
の成長に有効な作品と言っても過言ではない
だろう。
　現代の日々慌ただしく人工音に溢れた喧騒
の中で、園児にとっては日常である昼寝など
のほっと安らぐひと時に、入眠のBGMとし
て先生が《子守歌》を優しく語り掛けるよう
にピアノを弾いたり歌ったりして聞かせるこ
とできたなら、子供たちはどんなに幸せであ
ろうか。学生たちが将来、幼児教育者や保育
士になった暁には、園児の生活を温かい声や
ピアノの音色で包み込んでほしいと切に願う。
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（欧文献）
Eckhardt, Mária and Mueller, Rena Charnin. 2001. 
月の期間で演奏を可能にした。前期定期試験
では温かい澄んだ音色で、まるで子供の前で
歌っているかのように《子守歌》を演奏した
のである。《子守歌》を学習した感想として、
学生Ａは「最初は、全く弾けずあきらめかけ
たのですが、弾けてよかった。」、学生Ｂは「自
分の成長につなげられることができました。」
と述べた。この達成感や進歩を自覚した発言
からも、《子守歌》の学習の有効性は明らかで
あろう。
６．結び
　本論考では子守歌を概観し、Lisztの《子
守歌》の和声分析、調性格、音型（フィグー
ル）の視座から楽曲構成、音楽内容などを考
察した。また、それらに基づいてレッスンを
実施した短期大学生２名の《子守歌》の学習
効果についても検討した。
　音楽は、揺りかごのリズムと共に中音域か
ら高音域で奏される。これは母の声を想像さ
せ、本来の子守歌を思わせる。そして、Liszt
の宗教作品との類似個所や彼が「十字架の動
機」と定義した音型の逆行が幾つも見出され、
調性格においても宗教との関わりの深さが確
認された。さらに、20世紀の音楽手法となっ
た複調の旋律や全音音階の転調が認められ、
そこから生じる調性の曖昧さは未知なる世界
の表現に繋がっていることも理解できた。こ
れらの内容を包含する《子守歌》を初級の学
習者である短期大学生２名に学習させた結果、
シンコペーションのリズムの把握、タッチの
工夫による柔らかい音色の持続、スラーやフ
レーズに対する意識の向上、曖昧な調性音楽
の捉え方などの演奏技巧や20世紀の音楽書法
を習得し、さらには楽曲構成や音楽内容を把
握し、音楽解釈の能力の伸びにまで結びつい
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（楽譜）
Liszt, Franz. Ave Maria(1881). edit. Jack Werner. 
Five Liszt Discoveries for Piano Solo Liszt. 
London: J. Curwen & Sons Ltd., 1958, 8-9. 
Liszt, Franz. Von der Wiege bis zum Grabe. hrsg. v. 
Franz Liszt - Stiftung. Franz Liszts, Musikalische 
Werke. Serie I. Band III. Leipzig: Breitkopf & 
Härtel, 1913, １(161)-24(184). 
Liszt, Franz. Wiegenlied(Chant du Berceau). edit. 
Jack Werner. Five Liszt Discoveries for Piano 
Solo Liszt. London: J. Curwen & Sons Ltd., 1958, 
4-7. 
（図）
Zichy, Mihály. “Du berceau jusqu’au cercueil(du 
berceau à la tombe).” On-line. United Kingdom: 
Lebrecht Music & Arts / Alamy Banque D’Images, 
a c c e s s e d  7  A u g u s t ,  20  〈h t t p s : / / w w w.
alamyimages.fr/photo-image-du-berceau-
jusquau-cercueil-du-berceau-a-la-tombe-franz-
liszt-s-apotheose-gravure-dapres-un-dessin-de-
michel-de-zichy-pian　iste-et-compositeur-
hongrois-22-octobre-1811-31-juillet-1886- 
164626756.html〉. KFRB30.
注
１）平成29年３月に公示された文部科学省『幼稚園
教育要領』第２章「ねらい及び内容」にある「表
現」の事項「２　内容（６）」も、厚生労働省『保
育所保育指針』第２章「保育の内容」「３　３歳
以上児の保育に関するねらい及び内容」における
「（２）ねらい及び内容」「オ　感性と表現に関す
る領域「表現」」の事項「（イ）内容⑥」も同様の
内容である。
２）本論考では、ピアノ小品などの比較的短い曲を
独力で読譜し、楽譜に記載されたフレーズや演奏
記号などを読み込み、音楽解釈をして演奏できる
程度を中級と見なす。
３）ドイツの作曲家、ピアニストである。
“Liszt,  Franz:  Works.” The New Grove 
Dictionary of Music and Musicians, 2nd 
edition. 14. London and New York:  Macmillan 
and Grove's Dictionaries, 785-872.
Imre, Sulyok und Imre, Mező. repr. 1981. “Critical 
notes.” Franz Liszt, Neue Ausgabe Sämtlicher 
Werk. Serie I. 12. Budapest: Editio Musica 
Budapest, 103-110.
Imre, Sulyok und Imre, Mező. 1982. “Critical notes.” 
Franz Liszt, Neue Ausgabe Sämtlicher Werk. 
Serie I. 17. Budapest: Editio Musica Budapest, 
139-151.
Imre, Sulyok und Imre, Mező. repr. 1981. “Preface.” 
Franz Liszt, Neue Ausgabe Sämtlicher Werk. 
Serie I. 12. Budapest: Editio Musica Budapest, 
X-XVI.
Liszt, Franz. 1902. Franz Liszt＇s Briefe. Gesammelt 
und herausgegeben von La Mara. Siebenter 
Band: Briefe an die Furstin Carolyne Sayn-
Wi t t g e n s t e i n .  V i e r t e r  T h e i l .  M i t  z w e i 
Abbildungen. Leipzig: Breitkopf & Härtel.
Liszt, Franz. 1894. Letters of Franz Liszt. Vol.II. 
From Rome to the End. edit. LA MARA. tr. 
Constance Bache. New York: Charles Scribner＇s 
Sons.
Mátyás, János 1986. The Unknown Liszt－1. István 
Lantos, piano. Hungaroton, HCD 12634-2. Japan: 
Sanyo, 3.
Vertel, Beatrix és Püspöki, Apor. 2011. “Mint Magyar 
hasámnak hű fia” Liszt Ferenc. Budapest: 
Árgyélus Kiadó.
（インターネット）
志村洋子「赤ちゃんが聞いている音・ことば、そし
て音楽」オンライン　東京：音楽×研究ON-
KEN SCOPE　 2013年10月17日、2019年６月１
日参照。〈https://www.yamaha-mf.or.jp/onkenscope/ 
shimurayouko1_chapter2/〉。
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bis zum Grabe》〔S512、R179、A310〕第１部〈揺
りかごDie Wiege - Le berceau〉である。
16）彼は《子守歌Berceuse》変ニ長調作品57を1843
年から翌年にかけて作曲し、1845年に出版した。
これは、単純な和声進行の分散伴奏音型の上で華
麗な演奏技術を伴う旋律を持つピアノ上級者用の
音楽であり、ピアノによる最も有名な子守歌のひ
とつとなった。
17）Lisztの弟子であるHungaryのピアニストZichy 
Géza（1849－1924）の親戚である。
18）この版画は、1881年４月21日にHungaryの日刊
新聞“Fővárosi Lapok”に掲載されたかもしれな
い（Eckhardt and Mueller 2001：835）。版画の下
部には、Zichy伯爵によって「ウィーン／1881年
４月６日」、「Michel de ZichyからFrançois Lisztさ
ん へ 」 と 手 書 き さ れ て い る（Imre und Imre 
1982：148）。
19）《揺りかごから墓場までVon der Wiege bis zum 
Grabe》〔S512、R179、A310〕である。後に改作
された。
20）Lisztが発案し、彼が生涯注力して取り組んだ
管弦楽による標題音楽の一種である。
21）Lisztの13の交響詩のうち、最後の作品である。
1881年から翌年にかけて作曲された。人間の一生
が三部構成で描かれており、第１部には〈揺りか
ごDie Wiege〉、第２部には〈生きんとする闘争
Der Kampf um＇s Dasein〉、第３部には〈墓、未来
の 生 活 の 揺 り か ごZum Grabe, die Wiege des 
zukünftigen Lebens〉という副題がそれぞれ付さ
れている。第１部〈揺りかご〉は《子守歌》に基
づく（譜例１を参照）。これは1881年４月に作曲
された。２つのフルート、ハープ（任意）、２つの
ヴァイオリン、ヴィオラという大変シンプルな楽
器編成となっている。
22）この楽譜は現存しない。
23）19世紀ロマン派の多くの作曲家が書いたピアノ
曲を主とする作品を指す。
24）本論考では、「揺りかごのリズム」と呼ぶことと
する。
25）ドイツの詩人でありジャーナリスト、音楽著述
家Christian Friedrich Daniel Schubart（1739－
４）これは原題であり、一般的には《25の練習曲》
と呼ばれる。各作品は、少ない調号と単純な和声
で作曲されており、標題が付されているため音楽
内容を理解しやすい一方、構成はほぼ一定であり、
音楽的変化に乏しく単調でもある。
５）ピアノのヴィルトゥオーゾでありながら、生涯
にわたってピアノ曲、オルガン曲、管弦楽曲、歌
曲、合唱曲など膨大な数の作品を書いた。
６）2017年度にはピアノ小品《プレ－ナルボンヌ夫
人の回転木馬Carrousel de Madame P－N》〔S214a、
R60b、A271〕を、2018年度にはピアノ小品《聖
ド ロ テ アSancta Dorothea》〔S187、R73、A278〕
を取り上げた。
７）Hungaryのレコード、音楽出版社である。1951
年に国営会社として創立され、1995年に民営化さ
れた。
８）Hungaryのピアニスト、リスト・フェレンツ音
楽 大 学Liszt Ferenc Zeneművészeti Egyetem教 授
Lantos István（1949－ ）による演奏である。1986
年に発売されたこのCDの収録作品のほとんどは
初録音である（Mátyás 1986：３）。
９）音楽内容を聴衆に伝える役割をもつ音型や音の
並びを指す。
10）ドイツの理論家、作曲家であるJohann Philipp 
Kirnberger（1721－1783）は、調性における各々
の性格の存在を明示し、音楽表現に役立つと言及
した。
11）初出年は1542年であり、語源は“lulla（幼児を
寝かしつけるときのあやし言葉）”と“by（bye-bye
ねんね）”から成る（竹林 2002：352、1473）。
12）初出年は1398年であり、“cradle”は揺りかごを
指す（竹林 2002：576）。
13）揺りかごを指す。
14）“wiegen”は揺り動かすという意味を持つ。
15）1854年に作曲、出版された第１稿と1862年に作
曲、1865年に出版された第２稿の２つの稿が存在
する《子守歌Berceuse》〔S174、R57a/b、A186〕、
1866年に作曲後1876年に改訂され、1882年に出版
された《クリスマス・ツリーWeihnachtsbaum》〔S186、
R71/1-12、A267〕第７曲〈子守歌Schlummerlied〉、
後述する《揺りかごから墓場までVon der Wiege 
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1791）による調性格である。これをドイツの音楽
学者Gustav Schilling（1805－1880）は同意し、彼
も引用している。Lisztは、Schillingの全６巻から
な る『 一 般 音 楽 百 科 全 書Encyclopädie der 
gesammten musikalischen Wissenschaften oder 
Universal Lexikon der Tonkunst』をWeimarの自宅
に所蔵していることから、LisztがSchillingの調性
格論について知っていた可能性は高い。
26）装飾音は丸括弧で示す。
27）和音の変化や倚音などの非和声音によって生ず
るアクセントを指す。
28）Schillingによる（ケレタート 1999：104）。
29）オペラ、オラトリオ、アリアなどで、発話や対
話に用いられる唱法である。
30）音程のフィグールであり、旋律あるいは和声的
パッセージの最後の音が、前の音符や音符群より
も２度もしくはそれ以上に上行して終わる音型を
指し、音楽による問いを表す（Below 1993：185）。
31）初版の第36小節１拍目の二分音符h2は誤植であ
る。本来の音は前の小節の全音符から伸びるタイ
のg2音である。
32）Schubartによる。Schillingもこの解釈を受け入
れている（ケレタート 1999：133）
33）調性格を丸括弧内に示している。本論考では、
Schillingおよび彼が同意するSchubartの解釈を掲
載している（ケレタート 1999：86、92、104、109、
121）。
34）Schillingによる（ケレタート 1999：126）。
35）『埼玉学園大学紀要人間学部篇』第18号の脚注
26を参照（館岡 2018：132）。
36）学生Ａは９－12歳まで、学生Ｂは８－11歳まで
ピアノ専門教育を受けている。
37）本論考では、音とリズムを把握して片手で最後
まで弾けることを「譜読み」と定義する。
38）拍子やリズムで、定められた本来のアクセント
の位置をずらして音楽に変化を与えたり、作品の
印象を強めたりする手法である。
39）《子守歌》の演奏には、約３分30秒を要する。
